













































る。1747 年（延享 4）の不之庵歳旦への「横須賀連中」の入集、1765 年（明和 2）横須賀町方
大教院で行われた歌仙興行、1770 年（明和 7）奥州へ向かう暁台を送る『送別しをり萩』で
の「尾張横須賀連中」の歌仙、1771 年（明和 8）暁台撰『東君』への「天尾崎社中」の入集などに、
横須賀俳壇の動きをみることができる。この間、楓京自身は 1749 年（寛延 2）の「東行記」




本箱 1・本箱 2 とする。



























　【史料 1】【史料 2】と【表 1】を照合すると、【表 1】にある写本と【史料 1】にある題は合致
するものがあるが、【史料 2】にある題と合致するものはないことがわかる。【表 1】の「貼紙」
欄に◇で示したように、実際には【史料 1】に記載がないものも本箱 1 には含まれている。






おく。【表 1】にあるとおり、「見聞録」の巻末に記された年は 1764 年（明和元）から 1774 年（安




















【表 1】　本箱 1 に収納されている写本
番号 表題 年代 作成者 貼紙 所蔵 ･ 伝来
1-1 見聞録 一 明和元甲申秋 方間舎集 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-2 見聞録 二 明和二乙酉九月 方間舎蔵本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-3 見聞録 三 方間舎集 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-4 見聞録 四 明和五戊子十月 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-5 見聞録 五 明和六己丑初夏 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-6 見聞録 六 明和七庚寅春満巻 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-7 見聞録 七 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-8 見聞録 八 明和八辛卯秋八月中旬 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-9 見聞録 九 明和九壬辰春三月中旬 方間舎庫本 ○
1-10 見聞録 十 明和九壬辰秋八月上旬 方間舎庫本 ○
1-11 見聞録 十一 明和九壬辰臘月上旬 方間舎庫本 ○
1-12 見聞録 十二 安永癸巳の初秋 方間舎庫本 ○
1-13 見聞録 十三 安永二癸巳臘月上旬 方間舎庫本 ○
1-14 見聞録 十四 安永三甲午夏卯之華月吉辰 方間舎庫本 ○
1-15 見聞録 十五終 安永三甲午夏 方間舎艸稿 ○
1-16 續見聞録 一全 ○














1-18-2 御即位次第記 全 明和七庚寅首夏上旬之夜燈下ニ寫之置者也
拜持方間舎屈老主 （方間舎） （楓
京） ◇
1-18-3 御即位次第記真名 全 明和五戊子十月廿八日書写 方間舎拜持 （方間舎） （楓京） ◇ ｢三ノ丸瀧川大公ヨリ拝借｣
1-19 犬山英守記 全 安永元年壬辰臘月廿八日写 方間舎主 （方間舎） （楓京） ◇ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-20 柳營御夜話四十三條并以前拜聞書三章 全 安永三甲午盛夏望写 方間舎拜持 （方間舎） （楓京） ◇ 〈前表紙〉 （方間舎）
1-21 尾張富士塚碑銘 全 延享四丁卯初夏写之 坂正盈 （楓京） ◇ 〈前表紙〉 （方間舎）／〈巻頭〉（市林）
1-22 啓運記 上 方間舎 （方間舎） （楓京） ○ 1-22 ～ 31 は同じ装丁




1-24 編年大略 天 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈題簽〉 （方間舎）
1-25 編年大略 地 明和九壬辰十月寫 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈題簽〉 （方間舎）
1-26 寳永秘録 元 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈題簽〉 （方間舎）
1-27 寳永秘録 亨 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈題簽〉 （方間舎）










1-30 近世徳行實録七巻 全 安永二癸巳春 方間舎庫本 （方間舎） （楓京） ○ 〈題簽〉 （方間舎）











類で、18.5㎝× 27.0㎝の統一された体裁である。冊子は全部で 37 冊、巻一から巻七十一





























































































　先に【史料 2】で本箱 1 の蓋内側の貼紙を示した。以前この本箱に収められていたであろ












保 20）刊行である。菊岡沾涼が 1732 年（享保 17）に刊行した「江戸砂子」の続編として刊
行した江戸の地誌である。内容はほとんどが文字であるので写本であった可能性もある。
「續江戸砂子」は新板江戸分間絵図と合わせて刊行されている。
































葬送行列と葬儀の様子などを自らの見聞として書き記し、さらに楓京帰郷（11 月 23 日）後
の動きも加えて 12 月 11 日に記事としてまとめている。忠厚の容体などは「城下遊」に記
してあるため、今後この件については「見聞録」「城下遊」両方を参照することを注記して
いる。





　その一方、玄二堂（其由・海棠庵、藪村成田喜十郎）について述べた箇所（1768 年 ･ 明和 5）
では「此文藻汐草ニ写可置処表題取違書置者也、尤藻塩草十二巻ニモ有」と注記され、同時
並行で作成している冊子を取り違えることもあったようである。また、「見聞録　六」には
「鯨記」と題して 1769 年（明和 6）12 月に伊勢湾に鯨が迷い込んできた時の様子を、1747













　丈石は 1695 年（元禄 8）生まれ、1779 年（安永 8）没、京都の人で姓は早川、千載堂など















































である。建部綾足は 1719 年（享保 19）生まれ、1774 年（安永 3）没の俳人・歌人であり、「と
はし草」は 1770 年（明和 7）、「いはほ草」は 1771 年（明和 8）の刊行である。「見聞録」のこの











ともあり、序も跋もある 14 ～ 15 丁の冊子として作られ、文章自体はよいが俳人の評価に
は納得がいかなかったらしく、全文を写すことはしなかったという。この評判記が記さ













  横須賀俳壇の中心人物の 1 人の楓京ではあるが、「見聞録」に名前が見える俳諧仲間は少
ない。横須賀周辺の俳人とのつながりがわかる事例を 3 つ紹介する。いずれも 1768 年（明
和 5）の例である。
　ひとつは、大野の巨扇とのつながりである。巨扇は杉山利兵衛、別号菊闌舎、大野の木
綿買次問屋大黒屋の 3 代目である。1754 年（宝暦 4）の白尼撰「春興朗詠集」、1768 年（明和 5）
の暮雨巷暁台社中撰『姑射文庫』に入集している。1790 年（寛政 2）には巨扇歳旦も作られ









上上吉 (-3) 昔から名ハくちぬ万年紙 大佛
上上吉 (-3) むつかしうおもしろい絵奉書 吟石
上上吉 (-4) 付味のこまかい所ハ布目紙 湖夕
上上吉 (-6) 取廻しの巧者付味ハ尺長 名月
上上士 巻も付句も慥成手形紙 円市
上上士 句の風をあふぎ出ス地紙 東仙
上上士 (-3) 付肌ハ扨も奇麗な竹紙 湖洞
上上士 (-3) 付肌に場のある唐紙 和竹
上上 次第に芽を出ス春の葉紙 桂百
上上 付肌も巻もめきめきと吉野紙 梅枝
上上 (-3) 士 (-3) 功あつて此道の油取紙 阿兀
上上 (-3) 士 (-3) 付肌にふしのない直な杉原紙 玉水
上上 付句に色を持赤紙 栄市
上上 どこやらか足ぬやうて付肌か半紙 和石
上上 (-1) つほミからしほらしい小菊紙 雁一
上上 (-3) 味をやらるゝと誰も耳折紙 巴夕
上上 (-3) 付味かよふ成ました出情を松葉紙 東北
上上 (-3) 名ハ聞へたれとも手からハ薄口紙 可月
上上 (-3) 名ハ古けれと付肌かすき直紙 常清
上上 (-3) 随分御出情あらハ昔へ取直紙 一柳軒


























































































人物で、1746 年（延享 3）長者町に転居して、1748 年（寛延元）の朝鮮通信使通行では御用
















































































































































































掟米の取立方は次のようになる。畑 1 反あたりの掟米は 1 石、内訳は麦と木綿が半分ずつ
を原則とする。ただし、木綿の掟の内 25％にあたる 1.25 斗は大根年貢とする。木綿の出
来具合が皆無（0％）から 20％の場合は、木綿作の分の掟は免除される。木綿作の掟米 5 斗
の内、皆無の場合は木綿分は全部免除、大根年貢の1.25斗のみ、10％の出来の場合は木綿分・
大根年貢とも 1.25 斗ずつ、20％の場合は木綿分 2.5 斗・大根年貢 1.25 斗が掟米と課され

























り、到着翌日 8 月 14 日に方間舎を訪ねしばらく楓京といろいろな話をした。その時に約
束をしたのであろうか、翌々 16 日に改めて方間舎に招待して連俳を 2 ～ 3 巻夜遅くまで


































明和元年 8 月 大坂八尾常光寺門前にて臨終の非人の辞世の歌 ･ 詩
明和元年 12 月 名古屋桜天神の時の鐘のつき始め（同年 8 月付鐘銘文の写）
明和 2 年 2 月 19 日 尾張徳川家嗣子熊五郎元服
明和 2 年 4 月 東照宮百五十回忌御神忌、尾張において法会
（明和 2 年頃写） 熱田断夫山墓所の病死した琉球使節の墓碑銘
明和 3 年 11 月 25 日 名古屋巾下ほうろく町御祭礼地百姓甚兵衛女房の表彰
明和 4 年年始 成瀬隼人正様御家中御用人 ･ 御勘定奉行衆への御膳献立
明和 4 年初秋 名古屋 ･ 府下の洪水
明和 4 年 9 月 内裏新御殿の地曳規式
明和 5 年 7 月 紀州田辺郡へ異国船漂着
明和 5 年 10 ～ 11 月 多武峰にて藤原鎌足の法会執行
明和 5 年 佐渡金山の奉行目付らが百姓らによって殺害
明和 6 年 7 ～ 8 月 流星
明和 7 年 6 月写 明和 9 年日光御社参ニ付諸国分限者御改之覚
明和 7 年 7 月 2 日 名古屋呉服町出火の火事
明和 7 年 7 月 28 日 ｢赤気｣の目撃、過去の｢赤気｣を調べる
（明和 7 年 7 月） 明和 3 年 6 月 8 日横須賀町方の火災
（明和 7 年 7 月） 明和年中 10 月 6 日名古屋桜ノ町煎餅屋出火の火事、後藤立意 ･ 地方目付相羽和兵衛などへ見舞
（明和 7 年写） 享保 9 年 5 月 13 日の名古屋大火
明和 7 年 旱魃、雨乞い
明和 9 年 1 月 20 日 名古屋巾下の火事、瀧川家家臣加藤兵太夫類焼のため見舞
明和 9 年 1 月 28 日 名古屋広井納屋町丸屋河戸の火事
明和 9 年 2 月 1 日 伊勢桑名春日神社付近の火事
明和 9 年 2 月 29 日 江戸目黒行人坂の火事（続報から仕置まで複数箇所で記載）
明和 9 年 6 月 13 日 筑後久留米村化け物の図
明和 9 年 8 月 1･2 日 江戸の大風雨
明和 9 年 9 月 26 日 紀州藩士太田松之助京都三十三間堂通矢
安永元年 9 月 寛永寺へ随自意院宮再職、火災
明和 9 年 12 月 4 日 近衛家姫君（尾張徳川家綾姫娘）天皇家へ入内
安永元年 12 月 28 日 布引のような白雲目撃
（明和 9 年） 桶狭間古戦場の石碑建立
（安永元年） 南部家から水鮪を幕府へ献上
安永 2 年 3 月 天皇疱瘡罹患につき尾張藩から使者派遣
安永 2 年 4 月 15 日 毛利讃岐守家中片見佐源治三十三間堂通矢
安永 2 年 5 月 二朱判の使い方につき触
安永 2 年 6 月 14 日 尾張徳川家跡継治休死去
安永 2 年 6 月 18 日 伊勢大風雨、山田 ･ 松坂など
安永 2 年 6 月 米沢藩上杉家御家騒動、上杉鷹山の改革に家老らが反対
安永 2 年 6 ～ 8 月 尾張中島郡洪水の後法立村百姓ら徒党
安永 2 年 7 月 27 日 堀川筋 ･ 熱田沖にて遊興の禁止、花火禁止の触
安永 2 年 10 月 18 日 禁裏附役人捕縛、御用達 60 人程町奉行所へ呼出
安永 2 年 11 月 飛騨国高山公儀御代官大原彦四郎殿支配所百姓騒動の一件（安永大原騒動）
安永 3 年春 横井孫右衛門ほか尾張藩人事
安永 3 年 4 月 11 日 尾張徳川家兵部卿嫡子仰出、治興と改名、幕府から祝儀拝領
安永 3 年夏 尾州兵部太助様御任官御礼式


































巻 1 には書名を羅列した箇所が 2 つある。前の箇所には何も書かれていないが、後の箇所
には「諸書一覧目録」と見出しがあり、その下に「宝暦十二壬午初秋ヨリ」と記されている。
この箇所は巻 1 の最後の記事であり、巻尾には「明和元甲申秋」とあることから、おそら







宇治川拾遺物語／世継物語 [ 続集モアリ、大鏡トモ云 ] ／長明発心集／古語拾遺／梁塵
秘抄／梁塵愚案抄／公事根源抄／神社考五巻／事文類聚 [ 伶倫作 ] ／源氏河海抄泯江入
楚／詩学大成／高士伝／有中集／元亨釈書／徹書記物語／帝王系図／天地瑞祥志／栄花






和字正濫鈔 [ 五巻一覧 ] ／和歌秘蔵録 [ 一巻一覧シテ書写シ置者也 ] ／故実秘要鈔 [ 五巻
一覧而書写 ] ／岸の松かえ [ 一巻和歌詩文俳諧一覧而書写ス ] ／菅神須磨ノ記 [ 一巻一覧 ]
／南部信濃守内佐藤左治尾崎留右衛門公義ニテ家格之事申張候一件之書／南蛮切支丹宗
渡来根源記 [ 一巻一覧 ] ／日本左衛門一件 [ 一巻見 ] ／赤穂義人録 [ 三巻 ] ／（上）紀事 ･（中）
小伝 ･（下）俊語 [ 公義御儒者室新助鳩巣先生直清著 ] ／百寮訓要抄全 [ 官位ノ事クワシ ]
／職原支流全 [ 一覧シ書写 ] ／南嶺子 [ 四巻一覧多田兵部秋齋桂先生作 ] ／社寺記 [ 十巻
写し取尾州領内 ] ／通夜出玄録 [ 一巻写し取 ] ／慶安太平記 [ 五巻写取 ] ／挫五竹 [ 一巻
写取 ] ／弾左衽 [ 一巻写し取 ] ／古今武家盛衰記 [ 三十一巻瀧川様拝借シテ写置者也 ] ／
言行録 [ 二巻瀧川様拝借シテ写置者也 ] ／啓運記 [ 二巻穂積惣右衛門方ゟ借シテ写置者也 ]
／伊達忠臣録 [ 六巻写取 ] ／西山遺事 [ 五巻写取 ] ／宝永秘録 [ 四巻写取 ] ／駿河土産 [ 二

































































1764 年（明和元）11 月に上京して翌年正月 5 日の稲荷祭に行き、祭祀の終了後、神職らが
祝宴を始めたときに稲荷社の前にいた楓京は、大西に声を掛けられ祝宴に同席し、さらに
書院でも饗応に預かることになり、さらに後日旅宿に大西の訪問を受けたというのである。




　この「行列記」が楓京に送られる以前、1770 年（明和 7）11 月にも大西から「十二景画図」
が紅葉摺紙を添えて送られている。これには「京都稲荷山十二景詩」という漢詩が配され
ていて、楓京はその詩を「見聞録」に書き留めている。これは「稲荷山十二景記并詩画」と
いう書名で『国書総目録』などにある書で、詩画の末尾には「戊子之秋」（1768 年 ･ 明和 5）、
「十二景記」の奥書には「明和己丑之春」（1769 年 ･ 明和 6）、後序末には「明和庚寅之秋九月」








1766 年（明和 3）8 月には年寄役になり、新規に 5 石、さらに加扶持として 1 ヶ月米 6 升が
あてがわれることになった。奉公名は年寄役任命以前は「野代」、任命時に改名して「五百
見」であった。すわが奉公に上がった時期や経緯は「見聞録」からはわからないが、先に示










































　「見聞録」からわかるだけでも、楓京は名古屋の瀧川忠厚のもとを 1770 年（明和 7）から
4 年続けて訪ねている。そのうち、1771 年（明和 8）の訪問は先に述べた 106 歳の大工甚介
のところへ行った時である。
　1770 年（明和 7）は 10 月 4 日に瀧川家の屋敷へ行き 6 日まで逗留している。その間忠厚
が持つ道具類をいろいろと拝見し、長さ 9 寸 5 分・横 6 寸の「大漢ノ古瓦硯」の形状と表







　1772 年（安永元）9 月には瀧川家の三ノ丸の屋敷を訪ね 10 日程逗留し、22 日には其律・
一風と茶席に招かれている。この茶席で楓京は上座に通され、道具や会席の書付を拝領し




　1770 年（明和 7）からの 4 回の瀧川家訪問のなかで、それぞれ句を詠む機会・場面があっ
たと思われる。1772 年（安永元）の茶会の客も俳諧仲間である。しかし、「見聞録」では、
1770 年（明和 7）の朝鮮花燭なども拝領した時の 1 句しか記されず、そのような場面があっ
たこともまったく触れられていない。しかし、次のような記載もあり、瀧川家が他の尾張
藩家臣や陪臣などとの交流の場になっていたことが推測される。






















　1773 年（安永 2）10 月瀧川忠厚の死去の際には、俳諧仲間と病気見舞いに訪問したまま
逗留し、臨終と葬儀を見届けている。忠厚には適当な後継者がいなかったため、石河家の
同心瀧川甚太夫の女子を養女にし、そこに生駒家から聟を迎えることで家督相続の願書を
提出し、12 月 5 日に尾張藩から正式な許可を得ている。無事に家督相続ができたことを












　【史料 18】によれば、楓京に依頼があった「関ヶ原大全」全 30 巻の第 13 ～ 18 巻の 6 巻
は 10 月中旬に筆写を仕上げて提出した。その後病気見舞いに屋敷に参上した時に忠厚が
担当していて中途半端になっていた第 5・6 巻を書き継ぐ形で完成させた。さらに第 19 ～
24 巻までの筆写を依頼されたが、おそらくその直後に忠厚は死去したため、葬儀などが
終わり横須賀に帰った後の 10 月 27 日から 11 月 6 日までの 9 日間で 6 巻の筆写を完成さ









らの依頼でまとめた人物である。堀尾は字を秋実といい、1713 年（正徳 3）11 月名古屋で
生まれた。幼少時から学問・武芸に優れ、後には医学を学び 1730 年（享保 15）高横須賀に
移り 10 年ほど医師として活動した。京でさらに神道や軍法などを学び、宝暦年中（1751 ～
1764）に横須賀町方に移り住み、観潮閣を設けて学問の講義を行った。1779 年（安永 8）に







































愛宕社抜書」によれば 1649 年（慶安 2）の建立とある。最初は現在地より南の玉林寺の前
にあったが 1742 年（寛保 2）11 月移転の願書が出され、翌年許可され現在地に移った。移
















































･ 元文 2）には「御影」の祠を建て仮遷座させていた。その後、1742 年（寛保 2）10 月に寺社





村瀬茂左衛門が金 2 歩ずつ出金する他は毎年金 100 疋、それが困難ならば銀 3 匁を掛金と
して出し、5 年で目標額に到達する計画になっている。実際には 5 年では集まらなかった
のか、1753 年（宝暦 3）に 20 両を渡しこの金額の運用益で神楽を行うことになった。また、
【史料 20】の和歌奉納額は 1737 年（元文 2）の祠建立時に奉納されたもので、風雨にさらさ






















































































金 1 両 2 歩 村瀬弥四郎





金 2 歩 村瀬彦九郎村瀬彦八











銀 3 匁 村瀬彦兵衛
銀 10 匁 村瀬惣兵衛
銀 8 匁 中野与兵衛





















銀 1 匁 大堀弥兵衛坂善吉



















できる。入札に応じた葺師は名古屋の 4 人と熱田の 1 人、その金額には 3 倍以上の違いが
あったことがわかる。また、修復中に遷座する仮御殿も造られ、再利用できるように保管
されたこともわかる。この屋根修復に対して【表 5】にあるように 42 人が費用を負担して
いる。村瀬弥四郎の 1 両 2 歩、坂丈右衛門の 1 両から大堀弥兵衛・坂善吉の銀 1 匁まで（【史


















　　は東西 9 間、同南側には東西 8 間半、同東側には南北 14 間 5 尺の寸法が記されている。




























































できたことが記されている。弥陀講の加入者は女性ばかり 18 人、この加入者で 2 両 2 歩
余、楓京も 1 歩余を出金している。「弥陀講」としては 1773 年（安永 2）から 20 ～ 30 年前
に 14 ヶ村でつくられた講もあり、坂丈右衛門家は 1749 年（寛延 2）に金 100 疋を出金し加
わっている。しかし、楓京の家の先祖供養が十分に行われていなかったため、1773 年（安
永 2）に金 100 疋などを再度出金して毎日夕方に回向をするように改めさせている。





























































　【史料 25】によると、1769 年（明和 6）11 月に普済寺の祠堂金の運用が再始動した。以前
の祠堂金 32 両余は 11 代法船和尚の時代に御影堂・須弥壇を造るために使われた。「易地」
とあるのは 1666 年（寛文 6）に尾張藩の方針に従って寺社奉行の許可を得て寺の移転を行っ
たことを指すのであろう。久野保心「普済寺誌」には客殿が 1669 年（寛文 9）10 月、影堂が
1678 年（延宝 6）8 月、いずれも法船和尚の時代であったという（16）。御影堂・須弥壇はこ
の時に新調したものであろう。
　その後、次の 12 代秀光和尚の代には祠堂金の積立は行われなかったが、その分は現在
の住職錦秀和尚が埋め合わせをすることにして、13 代吉州・14 代錦江・15 代錦秀の各住
































めているので、ここでは寸志として 1 口、丈右衛門は家内安全の祈祷のため 1 口だけ応募
したということであろう。実際玉林齋には 1769 年（明和 6）に 20 両が祠堂金として納めら





た寄進物をまとめたのが【表 6】である。「見聞録」からは 1736 年（元文元）に愛宕社に和歌
絵馬を奉納したのが楓京の寄進物の最初で、死去する少し前の 1773 年（安永 3）初冬（10 月）












年代 寄進先 寄進物 寄進者 製作関係者 寄進理由ほか
元文元年中冬朔旦 愛宕社 和歌絵馬 坂正盈 祠を新造して遷座
寛保 2 年 7 月 海岸山玉林斎 鉦鼓一口 弥陀講中
宝暦 7 年 愛宕社 屋根葺替 村瀬弥四郎 ･ 坂丈右衛門ほか多数







師： 当 村（ 横 須 賀 ）
野元利介／文字箔置
方：坂正盈
宝暦 10 年冬 法幢山普済寺 客殿祈祷牌 坂丈之進正盈
明和 8 年 2 月四方縁付、金鋲
筋入りにして惣地本岩緑青蒔
に再造して寄附







古くなったため明和 8 年 2 月
再興、取り寄せて惣地岩緑青
蒔立して献上（正盈自作）












（明和 5 年以前） 海岸山玉林斎 古鐘
村瀬彦兵衛 ･ 村瀬彦
五郎 ･ 吉田弥次右衛
門 ･ 村 瀬 弥 兵 衛 ･ 村
瀬六兵衛
明和 5 年に新しい鐘と交換
































































明和 6 年 11 月 3 日 祥雲山長源寺 大般若経 15 巻
坂丈之進 ･ 坂丈右衛






明和 7 年 6 月 戸部村天王社
手水鉢（関石 3












明和 7 年 7 月 6 日 海岸山玉林斎
木魚（玉鱗工正
銘印付、大寸 1







明和 7 年 8 月 24 日 愛宕社
御 膳 本 掛 盤 3
脚（ 外 本 花 塗
内 本 朱、 神 供
腰高九つ本朱
に 金 蒔 絵、 御






















年冬より取掛り 3 月 4 日に方
間舎と彫工 ･ 人足両人と 4 人
で持参奉納













土蔵 2 階に保管／安永 3 年に
本堂造営




3 月 4 日に奉納






















安永 2 年 4 月 8 日 法幢山普済寺
地蔵延命菩薩


















安永 2 年 6 月吉祥日 柊山永昌院 金剛経 10 巻入1 筥
同所町方坂丈之進正
盈
安永 2 年文月 5 日 海岸山玉林斎 金剛経 10 巻 坂丈之進正盈内妙林尼





安永 3 年 4 月 20 日 勝全院
天照皇太神宮
御 影 1 幅（ 箱
入）
坂丈之進正盈
安永 3 年初冬吉辰 海岸山玉林斎
中庭手水鉢（大
坂御影石、3 尺





































普済寺を参拝したときに貰ってきて 1750 年（寛延 3）に普済寺へ進呈したという。この洞
岩和尚や横須賀町方村瀬長右衛門の次男で普済寺の檀那であった。頑極和尚の筆による山































ぞれ末尾に本堂建設の経緯が記されている。【史料 27】【史料 28】によれば、この額は 1771
年（明和 8）に造られ、本堂が完成したら奉納する予定で土蔵の 2 階に建築用の材などと
ともに保管されていた。本堂の建設は 1749 年（寛延 2）に村瀬副寿と坂正盈が志願し、横
須賀町方の合意を得て頼母子講を組み 30 両からスタートして、最終的に本堂が完成した


























　【史料 29】にあるように、この木魚は 1 尺 2 寸ほどの大きさのもので、木魚の口の脇に
朱漆で「為両親菩提坂丈之進正盈喜捨　明和庚寅夏」と書かれていた。木魚は木魚屋玉鱗


























「見聞録」にはこの記事を記した時期が明記されていないが、前後から 1765 年（明和 2）の
記事と推測される。この時期鍵屋の当主は 3 代喜兵衛であるが、この人物は 1754 年（宝暦 4）
の生まれであり銘工といわれるにはまだ若いので、ここでは 1759 年（宝暦 9）に死去した
2 代の鍵屋茂兵衛と思われる。鍵屋が「錦光山」の名を貰うのは 2 代もしくは 3 代といわれ
るが、この推測が正しければ 2 代からすでに「錦光山」を名乗っていたことになる。
　「宗哲」は千家十職のひとつ塗師の中村宗哲家の 3 代（1699 年 ･ 元禄 12 ～ 1776 年 ･ 安永 5）
であろう。この人物は俳人でもあり与謝蕪村と交流があったといわれる。「友次」は蒔絵師





















明和 2 年 京都陶師銘 ( 錦光山ほか )
明和 2 年 表具方之事 ( 裏打 ･ 表装の方法 )
明和 2 年 石摺方・墨流方・道具古びようの事
明和 5 年 塗師 ･ 蒔絵師の名人 ( 宗哲 ･ 友次 ･ 虎渓 )
明和 5 年 扇嶋地名額岩緑青蒔方次第
明和 6 年 箔の煤落とし法の口授
明和 6 年 瀬戸物継ぎの薬 ･ 新しい道具を古く見せる方法
明和 6 年 ドウサの引き方
明和 6 年 カンバの説明

























































































しき地平』勉誠社発行、1992 年）ほか、寺島徹「尾張横須賀における楓京と知柱亭 ･ 暁









之「方間舎楓京略年譜」によった。これによれば「俳諧一人遊」は 1769 年（明和 6）執筆開
始となっている。写本を所蔵している愛知県立大学図書館の目録では、「俳諧一人遊」は
1774 年（安永 3）成立、「城下遊」は 1776 年（安永 5）成立、「俳諧藻塩草」は成立年不詳と
されている。楓京は 1775 年（安永 4）死去なので、「城下遊」が 1776 年（安永 5）成立なら
ば楓京の死後に他の人が編集したことになる。冨田氏作成の略年譜によれば、「俳諧一









所歴史・民俗部編集、武豊町発行、1996 年）の解題 p13 参照。
（11）注（2）寺島徹「尾張横須賀における楓京と知柱亭 ･ 暁台 ･ 也有の交流について」。
（12）『名古屋市史』人物編第二（名古屋市役所編纂、川瀬書店発行、1934 年、1980 年愛知
県郷土資料刊行会から復刻版発行）pp.103-104。
（13）愛知県立大学図書館所蔵。ただし内容は未確認。
（14）pp.784-787。
（15）愛宕社移転については「永代記」にも記事がある。
（16）『横須賀町史』pp.811-812。
